
県道（春日井瀬戸線の内、都市緑化植物園から県道内津勝川線までの 1.8km区間）の清掃美化活動を行っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みろく山麓から  

写真 1 回収したゴミ（燃やせるごみ）            写真 2 同 （粗大ごみ） （みどりの森※で）      

※みどりの森：都市緑化植物園北門から北 200m の県道西側、市から借用のみどりのまちづくりグループの活動拠点 

令和 5年 2月 22日 

第 4 号 

みどりのまちづくりグループ 

53ゼロ会 

県道全面通行止で臨時の 5３ゼロ活動！ 5３ゼロ

ウォーキングを実施しました。1 月下旬電気工事

に伴う県道全面通行止め！の予告看板を発見。交

通事故の危険性なくゴミ拾い活動が出来る！5３ゼ

ロ会の外の皆さんに呼び掛けてゴミ拾いが出来る

のはこの機会しかない！と、急遽呼び掛けを実

施。10 日程の短い周知期間にも関わらず、当日

2/15 は予想外に多くの方々の参加を戴きました。

春日井峠の会、NPO 法人高蔵寺どんぐり s、春日

井自然友の会、はなももの会(敬称略)といった日

頃から環境美化活動に取り組んでおられる会の

方々です。総員 30 名。改めてお礼申し上げます。 

当初設置した看板が大分つつましやかで「安全運転を

しても見づらいのではないか」という声に応えて、“こ

れでも見えないか！”バージョンを追加設置いたしま

した。看板には「ポイ捨てはあなたの❤も汚します」

と書いてありますからね。本記事の読者は看板見なく

ても良いですから、わき見運転しないでくださいね。 

お陰様で大量のゴミを回収できました。ザッと軽

トラ 4 車分です。可燃ごみ(指定袋換算で 85 個)、

廃タイヤ(普通車)6 個、缶（90 ﾘｯﾄﾙ袋×7 個）、ガ

ラス+陶器（土嚢袋 11 個）、扇風機 1 個、炊飯器 1

個などなど。活動は晴天に恵まれた午前中の 3 時

間。前回までに大物はだいぶ片づけたので、今回

は燃やせるゴミが大半を占めました。後日の分別

作業も四苦八苦です。県道沿線のゴミのレベルも

ガクッと一段階下げることが出来ました。清掃事

務所の皆様には迅速に収集していただきありがと

うございます。今後も環境美化に取り組んでいき

ます。ご理解ご協力をよろしくお願い致します。 

かに数数をしていたえっ抱きました

写真 新ポスター(左)と当初ポスター（右奥）(岩ケ根上池横) 
 

 

 

 

 

追加 当初 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元： みどりのまちづくりグループ 53ゼロ会 長谷川昇 住所：坂下町 5-1215-367 

携帯：090-4465-5171 （みどりのまちづくりグループ https://midorinomachi.jimdo.com） 

 

 

●ゴミ拾いボランティア募集！！一緒にゴミ拾いしませんか！！実施日時 5月 14日（日）9：00から 12：

00 集合場所：少年自然の家北側第 3駐車場（三角駐車場） 活動場所：県道沿道及び西尾町岩ケ根上池付

近の小川 内容：不法投棄のゴミ（缶、ペットボトル、粗大ゴミ）の回収分別 注意：服装は汚れても良い

作業用のもの、軍手、ゴム手袋、長靴、トングをご用意ください。ゴミ袋、ボランティア保険は会で用意。 

グルッポふじとうニュース.2月号 No.59  ”地域のひと“欄 に、紹介いただきました。~美しい自然環境の

保全に向けて~という題を見ながら、今のゴミ集めは、その最初の段階の自然環境の回復であると、改めて

活動の位置付け確認させていただきました。”昨今では、社会の「ゴミ拾い」への価値観も変容しつつあ

り、スポーツとしての要素もあり・・・“と書いて戴いてあります。そういえば今回も 53ゼロウォーキン

グと称していましたっけ。ゴミを追って集めて歩くと、往復約 4ｋｍの起伏ある道も、それほど気にはなら

ずウォーキングになってますね。また、街でトングと袋を持ってごみを集める人の姿をときどき見かけます

よ。 

〇 不法投棄を無くすには？ “戦争を無くすには？”と比較するのは余りにも

恐れ多いが難題です。右の写真は、ウォーキングで出くわした光景です。酒ど

ころ京都は伏見から宇治川の右岸堤防道路をてくてく。桂川、宇治川、木津川

三川合流点の聖地、石清水八幡宮に向かって単調な風景が続きます。と、突然

フェンスが張ってあります。中に何かの施設を囲う訳でもなく、道路と道路の

り面とを仕切って 2ｋｍ？位でしょうか淡々延々とフェンスが張ってありま

す。何じゃこれは?と思う間もなく不法投棄防止と分かります。確かに人目もな

く絶好のゴミ捨て場。余りの酷さに強硬手段といった所です。国道一号線岡崎

インターの少し南、乙川に架かる橋中央にも似たようなことで網が斜めに張っ

てあります。違った角度から・・・沿道を 2~3ｍ幅で草刈りする（永続性はな

いとの紹介者コメントあり）。花壇を作る（有効性が高いとの紹介者コメントあ

り）。また別の角度で、看板(今やってます)、監視カメラ（その気になればベス

ト）、グッドアイデア募集中。ノーベル環境賞（あったかな？）確実。 

 

沿道の草刈りを実施しました 

臨時ゴミ集め活動を実施するに当たって、同じく全

面通行止めの機会（2/1,2/8）を利用して、沿道の草刈

りを行いました。一つには、ゴミを見つけやすくする

ためです。ゴミは草むらに向かって捨てられるから

です。するとあるわあるわ！もう一つは、作業性で

す。繁茂した草は人の立ち入りを拒みます。草の枯れ

切ったこの様な季節でさえです。イバラがあった日

にはお手上げです。また、キレイに草刈りした所に

は、ポイ捨ても少なくなると良いですね。 

  
写真 3 草刈り前の例    写真 4 草刈り後の例 

中日新聞 2 月 16 日 13 頁 近郊版 で取り上げていただきました。昨年 12 月 7 日に引き続いてのことです。

いやーこれは頑張らないといけません。「サボとってはいかんぞ！」です。磯嶋記者さんも、全面通行止めに

なった県道を 2ｋｍ近く歩いて、活動“現場”に来ていただきました。帰路道々も、良く晴れた青空の下歩行

者天国状態になった静かな県道を取材を戴きながら歩いておりました。摩訶不思議な時間空間でありました。

メンバーのMさん「この県道が通行止めになるのは 2000年の東海豪雨以来だよ。」金輪際の体験でした。 

 

写真 5 フェンス 

（京都市 宇治川右岸堤防道路） 

 

https://midorinomachi.jimdo.com/

